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オセミナーが9月13日午後1時30分から3011講義

室で行われた。学術フロンティア推進事業とは国内

外の大学や研究機関を横断的に結ぶ学際的な研究シ

ステムで、本学では「植物の形・色・香を司る分子

機構と分子育種の基盤的研究」をテーマに3つの研

究課題が取り組まれている。はじめに町田千代子教

授（応用生物化学科・植物バイオ研究センター長）

がプロジェクトを説明。その後、各研究の報告が行

われた。報告者と演題は次のとおり。

●町田千代子 教授（中部大学応用生物化学科・植

物バイオ研究センター長）

植物の形づくりと植物バイオ－シロイヌナズナ

から胡蝶蘭へ

　●小林　猛 教授（中部大学応用生物化学科）

新規生物情報処理システムの開発－疾病予測を

例として－

　●近藤孝男 教授（名古屋大学大学院理学研究科）

Kaiタンパク質が刻むシアノバクテリアの生物

設計

●松岡　信 教授（名古屋大学生物機能開発利用研

究センター）

イネの収量増加遺伝子の単離とその育種的利用

オハイオ大学から
Interior Architectureの一行を
迎えてワークショップ

　姉妹校のオハイオ大学から17人の学部学生と2人

に正しい判断をし改良を繰り返し、正しい行動を取

らなければならない」と語った。

中部大学における教育改善方策
第8回FDフォーラム

　中部大学FD推進委員会が主催となって9月9日、

「中部大学における教育改善方策」をテーマにFD

フォーラムが大学リサーチセンター2階大会議で開

催された。

　冒頭、山下興亜学長のあいさつの後、前半は本学

客員教授の寺 昌男氏が「教師の責任、授業の質、

そして学生の成長を考える」と題して講演を行っ

た。休憩をはさんで後半は、平成16年度教育活動・

改善表彰式で受賞した教員による発表会が行われ

た。坪井和男大学教育研究センター長が「教育活動

表彰制度」の概要を説明した後、教育大賞を受賞し

た小塩真司助教授（心理学科）が「教材作成に際し

て考えてきたこと」、最優秀教育活動・改善賞を受

賞した中山紀子教授（国際文化学科）が「少人数教

育の醍醐味～文系ゼミを活性化する方法～」、鈴木

肇助教授（情報教室）が「インターネットとノート

PCに対応した教育教材」を発表し、それぞれの改善

による成果と問題点について語った。

　終了後、会場を第3学生ホールに移して寺 氏を

囲んで懇談会が行われ、会は成功裏に終了した。

第1回植物バイオセミナー

　学術フロンティア推進事業による第1回植物バイ
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発表する近藤教授


